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付加価値をもとめる先に

刄･ＭＺＳ･173Z/ ∠６９ ９とｙ

○ ○ すれば ○ ○ になる。○ ○をすると、○ ○ というメリッ

トが 見込 める。潜 在 意 識 の中 に、子 供も靉も教 師 も社 会も

きっと持ち合 わせている心 理 であろう
Ｏ

大 義 がたてば それは 正しい。大 義 名 分とさ れるのだから

正しいに決 まっている。もし、悪 い 奴 がいて、大 義 でも何 で

もないようなことを大 義としてしまったら‥ ‥ 。社 会 の大 義

の一 つが法 律 である。法として君 臨してしまえば 、法 治 国

家 であるならば、その法 が侵 すことの許さ れぬ大 義となる。

普 通のものより付 加 価 値 のあるもののが良い、プしミアム

じゃなくちや。3つの 普通 のイチゴより糖 度 の高い 一 粒 の大

きな イチゴがいい。まび か れる運 命を背 負って生 きている

社 会。淘 汰される社 会。

私 だけな のだろうか、町 中 でめっきり雀 を 見ることがなく

なった。川でメダカを 見なくなったのはよく聞く話 ではあっ

たが…。そういえば、銭 湯も減ったし、大 衆 食 堂も減っていっ

た。庶 民的 なものは、姿 を消していく運 命を宿 す世 の中 な

のかと思う。どこかに特 化 する付 加 価 値 のあるものが尊ば

れ、そうでなければ 生 き残 れないという強 迫 観 念をもよお

す。農 業にしろ、電化 品 にしろ、飲 食 店 にしろブランドという

名 のプしミアムを付 けることに必 死 である。社 会 の 流 れ が

そうである故、教 育 にもその流 れが押し寄 せる。最 先 端 の

仕 様 が尊ば れ、それを遂 行 するものが是とさ れる。流 れに

乗 れないものは、時 代 遅 れとさ れ歯 牙にもかけない 扱い

をされる。子 供 たちも潜 在 意 識としてその流 れを感じ取 っ

てしまっている気 がしてならない。彼らとて、特 化 することを

望 んで、自 分にはもともとないものを取り付けて、自 分 では

ない 自 分を 装うことを強 要され てい るのが現 状 ではない

のか。自 分を出 せす、自 分 の居 場 所 があ やふやになり、心

地 よくもない のに心 地 よくあらね ばとする矛 盾 を抱 えた状

態 。不 適 応をおこすのは 自 然 の摂 理 。子 供 はもちろん大

人 の社 会も同じである。特 化･ プしミア･ 付 加 価 値 が当 たり

前 の時 代 。素 朴 で人 の 傍らに 寄り添う普 通 のあじわい は

消 えてゆく。上 級 志 向 の風の 中もがくのは多くの一 般 庶 民

な のである。多くの子 供 は、当 たり前だが、ごく普 通 の子 供

であって、素 朴 で汚 れな いものである。多 数 であるその子

供 達を階 段 を飛 びぬ かせてまで引 き上 げる必 要性 に疑 問

ば かりを感じてしまう。普 通 に経 験 すべきことを普 通 に感じ

とりながら、階 段を抜き飛 ば すことなく実 感をもって生 活さ
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せることに我 々 は臨 むべきだ。

｢ＯＮＥ ｐｌＥＣＥ｣という漫画 が、どのような 結 末になるのか？

その主 人 公 几フィが｢ 海 賊 王｣ になったとして、それはどん

な｢ 王｣ なのか？いまさら｢ 海 賊 王｣ という称 号を得ましたヨ

チャンチャン!では、終 われない のはB目白 だろう。富 や権 力

や地 位とは かけ 離 れたところ、つまり人 間 の心 の在り方 の

中 に本 当 の｢ 幸 福｣ があると気 付くはずである。仲 間も敵も

自 然 も全 て切り離 せ ない営 みの 中 に生 まれ いする｢ 幸 福

感｣ 。自 分 だけ のことを 考えた時 には、決して生 まれ ない

｢幸 福 感｣ 。そんなものであってほしいと思う。

漫 画 やアニメの中 に｢ 失 敗しな がらも何 かに気 づき成 長

する主 人 公｣ の姿 が描 かれることが多 い。等 身 大 のギャラ

であ ればあるほど愛 着もわくだろう。多くの人 は気づいてい

る。間 引く社 会 の中 にあって、間 引 かれ たそこにこそ大 切

なものがあったのだと。

未 来 を担う子 供 たちをプしミア漬 けにして、骨を抜 くよう

であってはならない。軸 がぶれてはならない。

人 生 は関 数 に似て不 思 議 であると思う。何 かを施し、何

らかの作 用 を経 て、結 果を戻 す。自 分 が行っている仕 事 な

りが、世 のた め人 のためになっているという戻り値 が返 さ

れ れ ばい い。しかし、関 数 そのもののエンジン の中 でどう

作 用させた のか、かけ 離 れた 戻り値 や自 分 だけ の都 合 に

導く戻り値 を構 築 してしまうことが多いようだ。ブラックボッ

クス ゆえになんとでもしてしまえるのである。物 語 にしろ、社

会 にしろ、この関 数 の組 み立 て方 のところに人 の大 切 な部

分 があり、楽しみもあるのだ。学 ぶということをこれだけつま

らもの、辛いものにしてしまった 日 本とは何 なのだろうか？

普 通 に奇 策を用 いず、上 ば かりを見ず、自 分 のいる場 所

からものを考 察 することが求められよう。青 島刑 事 の言 葉

のように｢ 事 件 ぱ 会 議 室”で起きてるんじゃない! “現 場 ”

で起きてるんだ!!｣ 。企業 経営 ならば 事 件 は｢ 会 議 室｣ で起

こっているのであろうが、全 てを企 業 にに当てはめてしかる

べきものではな い。ましてや教 員に会 議はな い。議 論 の場

はなく、伝 達･ 指 示 される場 があるだけである。あ ーでもな

い。こーでもない。と、知 恵 を絞る関 数 組 み立 ての 機 会 は

完 全 に奪 わ れてしまった。学 校 に来 る生 徒 たちも学 校 で

働く教 員たちも、その場 所 に、向 上 心 はもちつつも、心 潤う

有 意 義な 楽しめる関 数 作 成 の 空 間 は果 てていくのかもし

れ ない。学 校をこれば 上 魅 力 のない場 所 にはしてはなら

ない。
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